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アンケート意見集　　（平成２０年度前期分）
アイ･プロジェクト

紙面の都合上、全意見２４３件中　１２５件を次に紹介します。
意見すべてを見たい方は、次のアイプロ・ホームページを見てください
http://www1.kcn.ne.jp/~kawamura/ipro010.html
· 実態を直視し、長期的展望をしっかり着実に具体的活動につなげながら活動してほしい。過去の状況を見ると建前論が多すぎた様な気がする。
· 会員の意識を強く刺激して、危機感を活動のエネルギーに転換する必要がありあす。
· ～創立百周年に向かって～この標榜だけでは危機感がのりこせない。
· 惟神会の外に向かっての（世のための）活動が不足だ
· 委員会がマンネリになってしまい活力がない
· 会の本部・支部の人間関係を見れば魅力あるものとは思えない。上層部からの指導もない。会がスタートした頃から人間的な進歩がない。
· 原則論に固執せず、教義の基本を守りながら現代的進化が必要である。
· 子供が成人した場合に相談する相手がいなくなる気がするので本部にてふれあいの機会を設けてほしい。
· 常務委員会が何をしているのか分からない。不透明なので情報開示してほしい。意見をもっと取り入れてほしい。特に座談会等の意見交換会で出たものは議論の余地があると思う。全ての意見・要望が議論に価しないとはとても思えない。地方の座談会等にも出席するなどして様々な意見を吸い上げたほうが良い。
· 惟神会の教義を理解していない様な気がする。女性蔑視にとられ、女の子の教育に熱心ではない様な気がする。本来は女の子を熱心に教育しておけば次世代には会員増加になると思う。
· 惟神会の氏子制度の原理の理解が必要です
· 惟神会発展途上過去は本部及び各支部の会員同志は遠い近いではなく、会員同志の交流があった。而し現在は全く同志の交流がないのがそもそもである。
· 抱え込みの信仰傾向が大変邪魔しているように思います。各会員の考え方、体験をオープンに意見交換すべき。
· 親族の会員をふやすことが唯一今出来る事。
· 教拡に向けて、教義等の実践的研究が不足している。
· 悠長なことは言っておれない。ただし、現在の惟神会のペースでいくと、3年はあっという間にくる。3年後に、やはり変わっていなかった、ということになることを恐れる
· ここ数年で収入は８０百万円から６０百万円に激減しています。こうした現象は、既に多数の方々が指摘していた事です。資金がなくなってからでは動きが取れなくなります
· 教拡は急を要する課題と考えます。また、せっかく発足したプロジェクトとして、まずは小さくても形にすることが肝要かとも思います
· 短期、長中期の期間設定もあるが、現在の会状況を考えた場合、１・２年の展開を目標に、３年先には軌道に乗れば。ひとつでも、絶対ヤレル！
· 中長期的な視野は必要ですが、何かきちっとした絵が完成しないとスタートしないのではなく、今出来ることがあれば実行に移してゆくべき。ただし何をやるにせよ結果を出すまでにはじっくりと時間をかけ、都度軌道を修正しながら継続的に進めてゆくことが、真の成果を得られるものと思います
· 自分の周りを教拡出来ないのに、一般の人への教拡は困難が予想される。しかし常に外部への教拡路線も維持しなければと思う
· これ迄の経過を振り返ると、個人に任せる教拡方法はあまり実績がない。PTでは、別の発想を持ち込んで、他の方法を考えるべきだと思います。そのためには、まず惟神会員の心構えが一つになって、盤石の一枚岩の様相を呈する事だと思います。
· 現状では惟神会の素晴らしさを外にアピールする方法が不十分にて会員の身内以外から入会したという話は聞いたことが無い。別の発想というが、画期的な方法が考えられないなら、まづ身内の人から教拡するべきである。会員の二世，三世の人の多くが親のように熱心な気になれず、仕事にかまけて逃げている人や、宗教などめんどくさいと思っている人に分けられます。しかし、他の宗教の人を入会させるより、惟神会を子供のときから知っているので入会させるチャンスが多いはずです。長男は親が逝った時に引継ぐ場合が多いですが、三男である小生は親から散々勧められていましたが、転勤が多く、仕事にかまけて決心が付かず、５０歳を過ぎてやっと入会しました。今から考えますと宗教に対し（ついては惟神会に対し）余り関心が無かったのです。弟も転勤が多く入会の決心が付かずにいます。この様な経験から会員の身近にこだわるのです
· 惟神会のこれまでの教拡方法はそれなりによいのかもしれないが、別のやり方も考えないと、これまでと何等変わらなかったという結果になりかねない
· 過去何度も教拡の必要性が求められ、内部教拡だ外部教拡だと繰り返してきましたが 特に成果を得ていません。今後は過去の失敗に学び発想の転換が必要と考えます
· 基本的には「「自分の周りから教拡していく」のですが、その方法に今までと違う発想を持ち込むべき」と考えます
· 自分の家族・親戚等への教拡は基本であると思いますが、それだけでは内向きな考えが先行し、いつまでも外部教拡に向かって進まない。PTとしては外部への教拡を進めるための中長期的な施策を打ち出してゆくことで、内部の活性化をも図ることが必要と思います
· ここまで教拡においてほとんど実績がないことからして、急に正会員が増加すると思えず、やはり「すそ野を広げる」べきと思う
· 外部への教拡はレベルを下げてでも人を集めることと思います
· 一般の人が来会したときに魅力を感じる本部体制か？要改善。
· 四魂具足や祖先を大切にする、といった「生き方」を前面に出して、先ず惟神会の方を向く人、惟神会ファンを増やす（すそ野を広げる）べきだ
· 惟神会の信仰に誇りをもち、一般の人にも遠慮なく日本人論と結び付け発信すべき
· まずは身近な所から相手に働きかけることが大切と考えます
· じっくりと手間暇をかけて進めることが必要です。以前 学生の頃に、●●学会の勧誘を受けたことがありましたが、先ず人の人生・宗教から親兄弟に至るまで全てを否定して、人を追い詰めておいてから入会を促すようなやり方でした。　惟神会は決してこのような手法を取ってはならないと思います
· 当会は人のため・世のために活動すべきと理解している
· 惟神会員と言えども人間の集まり。人の悩み、苦しみ、心配、不安、恐れ、などが薄れ人生に自身が持てるようになる事が信仰。  「世のため人のためになる」活動こそ追及してゆく方針で、人情の分からない教えなど・・・
· 奉仕活動を拡げて、これにより惟神会を世間にPRする考えがありますが，当会には経験が乏しく、実際に活動するとなると難しいのでは
· 宗教の目的は、人の悩みを和らげたり、或は、日本の道徳の荒廃を是正する事ではないでしょうか。惟神会の教義は、先ず神道ありき。正しい神道のあり方に主眼があるように思えます。そうでは無く、人の悩みを和らげたりする事が　世の為人の為になります。そこが抜けています
· 「世のため人のための活動」の中に「教拡」が含まれるものと思っております
· 基本的には「人のため世のために活動する」ことは教拡になるのでしょう。ただ　教拡につながることも考慮した活動が必要なのではないでしょうか。一般会員は「人のため世のために活動し」教拡につながる部分は本部やＰＴがサポートするという方法もあるかもしれません
· 惟神会は信仰集団。モラル欠如の今日にあってチャンス期といえる。会に所属する者として、人のため・・云々は常にもつべきもの。教拡とは直接結びつくものではないが教拡を考える意味で会員として、初心に戻る誇れる核ともいうべきもの
· 世のため人のための活動自体は大賛成ですが、教拡の手段としての「世のため人のための活動」というのは本末転倒の議論のように思います。神様の教えを守ってひとりひとりが人生を歩んでゆけば、自ずと世のため人のための活動が出てくるものと思います
· 要は、悠長な話でなく、委員に行動を起こさせる手段を提案し、実施させることを考えるべきだ
＜教拡の基本的な考え＞
１）教拡路線との整合性に付いて。
　 ２体制を進める余裕はなく、現路線との協動を前提とすべきです。
　 但し、教拡の検討に際しては、以下の調査・確認を進めていただきたいとおもいます。従来の教拡への取組みの棚卸。教拡活動はその時々の責任者の方が全力をあげて取り組んできました。何を行ない、その結果はどうだったのか。何が足りなかったのか、等。過去の失敗と成功および、時代・背景の変化を整理しておく必要があります。

２）10～20年先を今考えても具体的な活動にはなりませんので、中期（５～７年位、今回プロジェクトに参加されようとするメンバーがまだ元気でいる）のケーススタディーをいくつか行なって、今やることを具体化するのが基本的な手法でしょう。中期の姿は次の3つくらいでしょうか。Ａ状態：500家を核に何とか維持OR拡大の兆し。Ｂ状態：300家位をなんとか維持し、毎月の祭事と葬祭が可能な状態。Ｃ状態：ジリ貧。ＣＡー300家の目処立たず／Min状態（会活動が可能な家数、奉斎何千万円規模を把握しておく必要があります）。ＣＢー敗戦処理／惟神会の看板が立たない、(例えば、一般の参拝者対象に教育（知恵）の神様としての八意思兼大神神社の建立）。ＣＣー解散、（例えば、大神を平田神社に合祀していただく）。

　ＣＢ・ＣＣは中期ベースでは在り得ないとして、ＣＡ状態になった時も念頭において、活動のイメージを持っておく必要があります。ＣＡ状態のままで、我々団塊の世代が20年経てば、もっと悪い事態になることは必定でしょう。何もしないところにはご守護はないでしょう。

３）新規会員の増加・裾野の拡大。
　やるべきことは、家族信仰の継承と準会員(裾野)の拡大であることに、どなたも異議はないと思います。ただ、会員と氏子の役割を整理しどの立場での意見或いは発言かを使い分ける必要があります。従来、会員と氏子の同時原則が強調される一方で、別の動きとして、会員外の人との対話が限定されてきました。四魂とか霊の話は、氏子とその家族でないとなかなか通じませんし、一方、会の内では、神社一般の話、例えば靖国の話題は、タブー視されることもあったと思います。神道系の人とは、もっとフランクに話し合えること（敵（佛教、基督教、共産・共和主義）の敵（神道）は味方と割り切ること）が裾野を広げ、会員予備軍を広げてゆくきっかけになります。（4/19の小川参与の提案「学士会館で講演会」もその1つと理解しています）。
特殊なことをしていると思われないこと。　　（以上　）




＜現在の惟神会々員の意識の底流にあるもの＞
１．惟神会の雰囲気と教拡

　私は、昭和２０年４月に父親を亡くしました。翌月５月青山にあった家は、空襲で焼けてしまいました。当時私は中学に入ったばかりでした。それから母は私の４人の姉と私を育てる為に女手一つで子供達を育てたのです。それはそれは、子供の私の目にも大変であったと思っております。姉達を嫁にやり、私を大学に出す為に母は毎日朝早くから夜遅くまで働いておりました。それでも私共は、毎年元日には親子揃って必ず惟神会本部に参いりました。

私が会社に就職し暫らく経ってから、私ども家族は青山の都営住宅から鷺沼にあった社宅に移りました。暫らくして惟神会の方の訪問を受けました。その方はお出でになるなり、

母に向かって「あんたは、一度も惟神会に来ないじゃない。信仰が足りないのよ。」と厳しく叱られました。その場で母は謝っておりましたが、「私は、惟神会には絶対行かない。人の家の事情も知らないで、そんなに叱られても無理よ。」と言って怒っておりました。

　また、先日家内にも似たような事が起きました。こうしたムードが惟神会の会員の方々の中に潜在意識としてあるように思えます。人を見下げるムードです。

　惟神会では、二言目には「四魂具足」「敬神崇祖、先祖を大切に」と言いますが、このほかにも大切な事は「人間としての内容を高める事」、「人の立場や人の気持ちを思いやる事」だと思います。

「人間としての悩み・苦悩・哲学的・思想的葛藤」等と言う事は下らない事だ。質問すると「人間に悩みがあるのは信仰が足りないのだ」と決め付けられます。座談会で婦人達を前にして「女は駄目なんだ」と決め付ける人もいます。これが惟神会の風潮の様に思います。

委員長が家族信仰に重点を置くと言うとそれ以外の事を言っては駄目で、必ずそれは間違っていると言われます。相談になりません。

新渡戸稲造の「武士道」を口にすると「あれは仏教の影響を受けているから、そんな事は話題に出来ない。」と言われます。武士道は仏教なんかの影響を受けているものではありません。日本古来の神道の影響を大きく受けています。「仏教の影響を受けているから駄目だ。」と言うのは正に暴論です。そう言われる方は、何もご存知ないのでしょう。何をもってそう言われるのでしょうか。武士道の真髄は、神前において無私。無私奉公と言う日本人の心の重要な部分を構成しているものです。

何か人の考えを画一的に抑え込む非常に排他的な雰囲気があります。そういった観点から皆が監視されている。批判の対象にされると言う危険を感じています。これが惟神会の雰囲気です。　ですから、陰では色々言いますが、表面には何も出てこない。皆が我慢しています。

これが会沈滞の根本的原因だと思います。人を包容できない信仰団体、教義がどんなに立派でも拡大出来ません。そんな排他的な雰囲気の会に誰が入ってくるでしょう。　こうした事を直さない限り絶対に惟神会は衰退します。会の拡大等望むべくもないと思います。

２．惟神会の教義　
惟神会本部大広間に岸博士の四魂具足の漢文による揮毫が掛けられています。それを現代文に国語にしますと、神人感合の力を得て以って国の務を果（処理）さんとす。義勇奉公の行いを果たし以って社会に奉仕せんとす。和合親愛の情を養い以って家、国を整え治めんとす。利用厚生の術を尽し以って国利を開拓せんとす。となります。
しかし、その隣に架けられている「四魂の信条」は、神人感合の力を得て皇国に奉仕せん事を期す。義勇奉公の行いを果たし社会に奉仕せん事を期す。和合親愛の情を養い家を治め国を治めん事を期す。利用厚生の術を尽し国利を図らん事を期す。となっています。

前者は、昭和の初期明道会が開かれた頃の揮毫だと思います。後者は、昭和１４乃至１５年頃、太平洋戦争勃発直前の一触即発の時に書かれたものです。私は、この両者に時代の変遷と時代的要請の違いを感じています。前者の昭和の初期は２．２６事件の前後、「統帥権干犯」問題が起きる前のものでありますし、後者は、「一億一心」「大政翼賛会」の時代のものです。

当時の惟神会は、時代のニーズに合わせてこの様に基本を変えずに柔軟に対応していたものと理解します。

しかし、現在は如何でしょう。太平洋戦争終了後６０年を経過しておりますが、依然とした昭和１４乃至１５年頃に書かれた「四魂の信条」が会ある毎に皆で暗唱しています。

一般の意識が全然変わり、民主主義の時代になったのに全体主義の時代の遺物を引きずっています。現代の多数の共感を得るには時代錯誤も甚だしいと言われても仕方がありません。

今過去の委員長講演を収集して整理しておりますが、それはそれとして意味がありますが、教拡にとって有効な事にはなりますまい。

道徳が今日ほど荒廃している時はありません。日本の心が失われつつある時、昭和の初期の感覚や、昭和１４乃至１５年頃の意識に戻そうとしても無理な話です。日本の正しい神道を主張するなら、惟神会の本質は何かを問い質し、現代人が判る言葉と説明の努力が必要ではないでしょうか。

現在に惟神会は敢えて、実現不可能な事に拘って、宗教の本質的役割を見失っている様に思えてなりません。宗教の本質的役割、惟神会の敬神崇祖の理念は、究極の処人間の、日本人の心の救済ではないのではないでしょうか。少々大胆に惟神会の今後の教拡のヒントになればと考え纏めて見ました。　　　　　　　　　以上



嘗て極端な熱心さだけが先行し、相手の立場を考えないで自分の意見を押し付けるケースがあり、この事が原因して退会者が出たり、後継者が育たない等の事があり、また、ただ入会者を増やす事だけに専念して、惟神会の本質を理解しないうちに入会させ、その後のフォローをしなかったために退会してしまうケースもあった。

これらが教拡を阻害する要因になっているのではないか。教拡には、惟神会の本質を理解させるだけの知識と広い心を持って臨むことが肝要ではないかと考えます。

もし新規入会者を実現出来た時の会としてのインフラ整備が最大課題である。現状の状況では問題点が多々あるように思われる。 
・氏神様のことでわからないことがあります。
新たに入会する場合、神人交通があった時代は、昭和３年の国教での岸先生の言葉「（神人交通により）霊界より各人の氏神を指定したまう方法によりて、真の氏神を奉斎することを得るのであります」、とあるように氏神は神様から指定されていた。
神人交通のような手段がない現在、自分の氏神をどうして決められるのか。
教務必携によると「氏神は、大和民族同化の祖神であり、人間の出生と同時に、魂を授けられる」とあるが、この氏神と、新たにお祀りした氏神が異なることもあり得るのではないか。

そのあたりの説明ができない未熟な私にとって、人に氏神様を説明する自信がありません。
（どなたか、すかっとした解答を教えていただければ非常にありがたいです）
・　会員資格の幅を広げるため、氏神、祖霊を奉斎しなくても、惟神会の趣旨に賛同されれば、会員としていく。会員の子弟においては、祖霊祭を重要視していく。今日のところは、この辺で。
· 日本人の血が流れているならば、先祖を辿っていくと、必ず氏神様に辿り着くということが惟神会の考えだから。
・　「すそ野を広げる」には賛成ですが、氏神の威力と祖霊の力を『本当に』実感するためには、氏神・祖霊の奉斎が不可欠です。敬神崇祖・四魂具足は惟神会の教えの両輪なので、氏神・祖霊を奉斎する必要性も、常に示していかなければならないと思います。
四魂具足も４つの魂のバランスが大事なように、敬神崇祖も氏神と祖霊の両方との関わりが大切であり、どちらかだけでは力は発揮されないと思います。
敬神崇祖・四魂具足の両方をうまく網羅しつつ、平易な説明で少しずつ理解を進めてもらえる方法を考えることが必要と思います。
・　四魂具足を目指して生きる人を増やすことは大切なことですが、四魂具足と言う概念を知らなくても我々以上にそれが出来ている人も世の中にはたくさんいます。
　だだ、真の先祖の祀り方を知らないだけなのです。
　そういう人々に日本人としての先祖の祀り方のあるべき姿を理解していただき、惟神会員になってもらうことが必要で、それには、四魂具足を説明する他に、惟神会の特徴についてもわかりやすく体系的に説明していくことが必要だと思います。 



①　裾野を広げることを意識せず自分の生き方を正直に話して相手が如何に感じたかを受けてあせらず説得に努めるべきだ。
②　ヒントはコミニュケーションを信じあえる相手を選んですべき。
③　我が「惟神会」の四魂具足と敬神崇祖を人を見て解かり易く説明すべし。 
･　現在の日本では憲法の保障の元、千差万別の多くの宗教が、あらゆる分野において、その勢力拡充に凌ぎを削っている。しかし他国のように宗教上の戦争や対立もなく、実に平和な国である。
各家には親から受け継いできた、信仰や菩提寺や墓があり、家長は当然のように子孫への継承に精力を注いでいる。
反面今の若い世代の多くは、生まれた土地を離れ、親から独立し、それらのしがらみに拘束される事もなく自由に生活しているが、悩みも多く抱えているようである。
「裾野を広げる」観点から言えば、これらの世代を広くターゲットにすべきと思う。
その為の説明第一歩は、祖先をお祀りしてそのお守りを頂きましょう、で充分と思う
その次には、当然の事ながら氏神様の話しになる筈。
いきなり八意思兼大神、氏神様の話しから入ると、言う方も聞く方も反って複雑になる。
急いては事を仕損じる。急がば廻れ。



･　惟神会にある資料、例えば永原委員長の作られた「マンガで読む古事記」や「あなたとあなたの家族が心豊かな人生を歩むために」等を、友人、知人に差し上げる。あるいは図書館に寄贈するなど活用する。毎月の國教を寄贈している
三康図書館に「マンガで読む古事記」を寄贈したところ、大切に扱わせていただきます、との丁重なハガキがきたこともあり、喜ばれると思う。
以上の他にも出来ることはいろいろあると思います。とにかく「これなら出来る」と思うことをやってみましょう。
　　　　　 


　・　先ず現在の会員で、休眠会員と思われる本部祭典・支部座談会等に見えられない会員の掘り起こしが大切と思います。
　その為には、会員訪問や葬祭・年祭などのご奉仕に伺った時、惟神会についての小冊子があれば、惟神会についての話題も深まり、２世・３世に継承されている氏子さんにも理解され、兄弟・親戚にも惟神会に賛同する方々は、きっといるはずです。　　　（小冊子の字体は、大きめが良いと思います）　 


　祖霊の話しをしてゆけば(氏)神の話しにゆきつくものですが、人にこの信仰を説明する取っ掛かりとして、「あなたの両親、そのまた両親…」という所から進める話しは、相手も聞きやすいように感じています。また、こちら側としても話しやすいと思います。　
＜すそ野を広げる＞
当会の現状に憂いてこのアイプロが発足し、意見交換の場にてこの「すそ野」論が拡大した。
現会員構成では時代とともに漸減する事必至であり、多くが危機感を抱きこの難題を解消しようと努力している現実。
過去にも何度かトライし、さしたる効果も発揮出来なかった事を反省材料とするならば、一般の人達にどう理解して頂き、どう賛同して頂くか、そこが最大のキーポイントであろう。
氏神・祖霊の奉斎が当会の根幹であることは会員なれば、当然の事であり、それをことさら強調してきた所に、今の実態がある気がする。

「すそ野」を広げるのに、何故そこの部分を強調しなければいけないのか、「四魂具足を目指して生きる」人の輪を広げる事が最大の関心事になるべきと思う。
今まで閉ざされていた人の扉を少しづつ々開けて行くのですよ。

一気に理解して頂き会員に加入しなんて、私は想定していません。
出逢いの場を広げ、仲間意識を持って頂きその接点から指導するのが「真の教拡」と考えています。
ともすれば我々は余りにも「世間づれ」していませんか？

惟神会の枠の中が「世間離れ」し、我々の世界がどんな世界より最高峰の位置にいると、誤解していないだろうか？
もっと相手の懐に飛び込むぐらいの｢心情」を抱かなければならないでしょう。

「出逢いそして感動」

人間を動かし　人間を変えていくのは
難しい理論や　理屈じゃないんだな
感動が人間を動かし
出逢いが人間を変えていくんだな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（相田　みつお） 
＜　「すそのを広げる」についてのアイデア・意見＞
　　今迄拝見してきたアンケートに対する各位の意見は、天上界の議論を何時までも続けている様に思えます。話しが惟神会用語です。一般人（中つ国の人）には理解出来ないと思います。
　議論をもっとレベルを下げて日常的な問題に砕く必要があります。教拡・教拡と言いますが、何時までも古事記の話し、四魂具足と来ます。四魂具足・・希魂・荒魂・和魂・幸魂と言っても一般人には何が何だか分からないと思います。
　　それなら、あの箇条書きを見せたとします。まず始めに来るのが「神人感合の力を得て皇国に奉仕せん事を期す」とあります。　これは、文語調です。次に皇国と来ます。皇国とか帝国とか言う言葉は、戦前・戦中の単語です。

　戦後の教育を受けた一般人には違和感が生じます。
　そもそも皇国とか帝国とか言う概念は明治憲法の「天皇これを統治す」と言う思想が前提にあります。日本は戦後も天皇制を採っていますが、現在の憲法では象徴として捉えています。現在の団塊の世代以下皆がそれが正しいと認識しています。

　何故皇国を国家と言い換えないのでしょうか。
　また更に「倫理の標準」に「皇室に報恩する」と書いてあります。「皇室に報恩する」と言う事と「皇国に奉仕する」＝「国家に奉仕する」と言う事とは意味が全然違います。
　　「皇室に報恩する」と言う概念は、武家社会の本領安堵に対する報恩の意味であります。　ここに思想の変質があります。こんなところを一般人に指摘されたら何と答えたら良いのでしょうか。
　　「四魂具足」はもっと砕いて分かりやすく解説したものを作り、惟神会の本質を一般人に理解させる努力が必要だと思います。惟神会の教拡には一般人をうならせて入会させる決定的な武器が今迄何も無かったのです。
　　かって定時委員会で小川顧問が、その辺の事を指摘されていた事を思い出します。
　あれから具体的に何も動いていません。そうこうしている内に惟神会の収入は数年間の内に年間８０百万円から６０百万円まで落ち込んでしまいました。本当に真剣に考えなくては大変な事態になります。いや、もうなっていると思います。　　　　以上


1) 教拡が進まない理由を考えると、極一般的には一般の人の多くが惟神会の内容を知らないことが第一ではないでしょうか。内容を知って（理解して）信仰しないなら少しあきらめもつきますが（あきらめてはいけませんが）
2)     多くの人に知らせる手段は広告とか宣伝があります。惟神会では普通は会員が会員外の人に話すことになるのでしょう。広告するのには費用がかかりすぎるでしょう。この前の会議で出た講演会や本を置いてもらうというのも一つの方法だと思います
3)     内容を知らせる、理解させるという点では、一般の人にも解り易い言葉を使う（惟神会の用語を少なめにする）といった工夫も必要でしょう。
4)     一つのすぐ実施できる案としてホームページ（HP）の充実はいかがでしょうか？
現在、一番安価で多くの人に知らせる可能性がある媒体です。
5)     今のHPも工夫され、だいぶ充実している気がします。ただ　会員以外を対象にしているかといえば不十分に見えます。
6)     第３回アンケートに惟神会の強みのテーマがありますが、「生きる道」、「死」、「死後の世界」、「葬儀」、「墓」「家族」、「神」、(勿論　「誕生」や「結婚」も）といったことに対し惟神会なりの解釈を、平易な言葉で（惟神会の言葉は少なく）乗せたらどうでしょうか。HPはYahooやGoogleの検索によって見られることが多いはずです。「御稜威」、「四魂具足」、「八意思兼大神」といった言葉で検索する人はチョット特殊でしょう。
　　また　最近のテーマとして「無差別殺人」とか「DV（家庭内暴力）」といったことに対する惟神会なりの解釈をHPにのせたらいかがでしょうか。毎月の委員長講演等から選ぶことも考えられます。
　それらに対し、同じ意見があるという人はファンかもしれません。反対でもメール等で意見を言ってくる人もファン予備軍とも言えるでしょう。
　説明は短い要約のようなものをまず読ませ、詳細を別途（こちらは惟神会的にかも）といったHPの作成方法なども検討した方が良いと思います。
以上
　・　惟伸会はこうした外部への提言や主張をすべきである。 



・　　外部へ進出することなしに変革は成しえない。 



･従来の数十年の惟神会の姿勢を振り返りますと、内部（惟神会員）だけで固まって、外部に目を向ける事が少なかったと思います。これは一種の鎖国状態であったわけで、やはり外にも目を向け、外の状態を認識しながら、惟神会の事もアピールしていく事が必要かと思います。

　　この「惟神会をアピールする」という事についてもいろいろなやり方があると思いますが、「自分はこのようなやり方が良いと思う」と思われたら、このアイプロのメールとか支部座談会、支部長会等で披露し、皆様のご意見も伺いながら実行に移して行く事にしてはと思います。

　・　皆様もご存知の通り、私は5年程前から惟神会の出版物を、本部入り口脇に展示して通行される一般の方々にお持ち帰りいただいておりますが、今年の春季定時委員会で、「展示している出版物に、アンケート用紙を入れて、お読みになられた方のご感想、ご意見を伺っては」とのご意見を小川参与から頂き、早速実行に移しましたガ、先日ある仏教徒の方から、「國教12月増刊号を読んで心洗われる思いがしました。自分にも日本人の血が流れていることを思い、惟神会の信仰のレベルの高さを感じた」との回答が来ました。

　今までに50冊余りが一般の方々によってお持ち帰りいただいている平成19年の國教12月増刊号について、回答をお寄せ下さったのはまだこの方お一人ですが、他の方々の中にも回答はお寄せ下さらなくても、これに近いご感想を持たれた方もおられるのではないかと思いますが、このように惟神会の事を世にアピールする方法は他にもあると思います。

　また、京都支部の福井様はじめ他の支部でも惟神会を世にアピールするために努力している方もおられます。こうした方々の事を参考にする事も良いのでは。　
・　今回のアンケートの件に限ったことではないけれども、男性だけでなく女性にも意見を聞いたほうが良いと思う。一般的に言って女性のほうが男性よりも様々な付き合い、人間関係やしがらみの狭間で折り合いをつけて円滑に物事が運ぶように四苦八苦しているので、豊富な経験と実践知識が有るのみならず、人間は男性と女性しかいないから、女性の力を活用しないということは人間の力を半分しか活用しないということになり、多大な損をしていることになるから。



・　５回のアンケート回答を終えて思いますのは、アンケートの作成・取りまとめ等をされてこられた方のご苦労です。 提案について反対する事はたやすい事ですが、自分で具体案を創作して提案してゆくという事は非常に大きなエネルギーが必要のことと私も拝察しております。

　今回は川村様からの、質問という名の材料（叩き台）があったからこそ、私も意見を発表することが出来、皆様のご意見を拝読することができました。座長の川村様はじめ執行部の皆様には篤く御礼申し上げます。 

　今回アイプロジェクトに参加させて頂いて良かったと思いますのは、問題点の整理になる・違った角度からの意見は新しい発見もあれば自分の考えを深めることもできる・経験から培われた知恵という財産の共有ができる等多々ありますが、何よりも　『 (そうしたことを) 自分の都合のよい時間で行える 』という点です。これは本当に有り難く感じております。

　本部でも、種々の会合において様々な問題に取り組まれていらっしゃると存じますが、このプロジェクトでも教拡についてさまざまな意見の発表や提案があったわけで、それだけでも大きな前進であると存じます。

　正直な所、プロジェクトがどの方向へ進んでいるのか、執行部の方が作られた船に乗っているだけの私は全く分かりません。ですが、違うと思ったら「違う」と発言すればよいだけの事です。自由に意見できる雰囲気は、同時に危険な方向へ進む可能性もあるという側面も持っていると思います。私も、筋違いの事を申したかもしれません。ですが、幅広く様々なご経験をされてこられた方から広く意見を求めることの価値もまた、無視できないと存じます。また先日委員長からも、プロジェクトが間違った方向に進んだ時にはご指導下さる旨のお言葉を拝聴しました。

　各種の会合はもちろんアイプロにおいても、皆様と前向きな話し合いをしてこれからの惟神会を模索する事は、神様もお喜びになられると思います。そうして皆様と気持ちを合わせようと努める所に、大きな力が働くものと私も考えます。

　この輪が広がれば、きっと素晴らしいことになると信じます。 
　是非これからもお続け頂きたく、お願い申し上げます。


　＜社会とのかかわりについて＞
　私は惟神会の活動を始めるキッカケとなったのは、京都で行われた練成会でした。以来40年間休みなしに第一線で活動してまいりました。振り返れば反省の一言に尽きます。40年間いっしょうけんめい活動した結果が、良くないのです。

　それは最近気がついたのですが、自分のやっていた事は四魂具足からはかなり離れていたと言うことです。その当時は何事のおいても、惟神会の活動が優先で、その後の生活があったのです。ですから社会奉仕など無縁で世間の人々との交わりは薄く、事によったら仕事も犠牲にしてきました。その当時は何でも奉仕と言う事で美化されていました。

　それのよる弊害で京都支部の熱心な会員は犠牲になっていきました。ある時は宗教家まがいの事をやり、悦にいってた時もありました。今ここに如何に四魂具足が大事かと言うことがわかりました。

　今までの惟神会は余りにも社会との接点が薄すぎて、せっかく正しい信仰が世に認められずに来たことが残念です。惟神会員はもっと社会に出てこの広い世間に認知してもらわねばなりません。自治会の活動やボランティアなど人として世間に認めてもらえる人となることです。
　つまりは人となりが大事です。 
以上


　
・　社会とのかかわりについて
1、父、妻、母の死後時間が経過するに従い氏神・祖霊に対する感謝の気持ちを増し心の拠所の威力を感じる
2、惟神会を宗教として世間に広めることに異存はありませんが現代の日本人の宗教心の薄さを引き付ける威力を如何に発揮出来るかが肝要と思う。
3、親密な友人・知人には遠慮なく惟神会の利点を話しますがまだ教拡には繋がりません。
4、四魂具足・敬神崇祖の現代解釈は神人交通の無き時代に於いては色々な事例を引きながら（体験談を通じ）
分かり易く試行錯誤すべきだと思います。
5、そのためのアイプロの意見交換と今後の惟神会の歩むべき道標を確立したいものです。 



・　世のため人のための行動は，惟神会の教義とのつながりでないと意味がないことですし，これを前提に具体化することには多くの時間と準備が必要でしょう．
その他の意見としては基本的には野口氏の述べられているご意見に賛同します．
今までの延長線上での思考を先ず捨てることからしか，次の展開はないでしょう． 


＜惟神会を商店に例えると＞
　わが、惟神会は商店にたとえると、取り扱い商品は良い筈なのだが、お客様の目から見て何やさんか分からない。
　店構えも入りにくい、照明も暗い、店員は年寄りばかり、当然接客サービスはよくない、しかも、店員の態度はなんだか分からないけれどプライドみたいなものは有るらしい。

　そのような、お店がチラシをまいて、チンドンヤを出せば即、売り上げが上がりますか？
　このような、疑問が私にはあります。どうすれば売り上げが上がるかを、考えるのであれば、何を売るのか、その為にはどこを直し何処を押さえるのか、そのためのに、店の内部で統一する為のアンケート5回であったと思っています。

　質問②　では、祭典の後の委員長講演ではなく、会員の皆様が参加をして信仰のこととは直接関係のない、生活の色々を発表し、それに対し多くの意見交換をするような事をイメージしています。

　多方面の意見が出ていると思いますが、みな惟神会を思えばこそのことと思いますが、すべてを反映すると焦点ボケになりかねません。
　是非、アイ、プロとしての取り纏めを期待しております。


＜何が「人のため・世のため」になるのか＞
　惟神会の何が日本社会に役に立つのか。何が「人のため・世のため」になるのか。
　一般に言うボランティア活動は、労多く効果は少ないと、私は思います。
やはり、「敬神崇祖」「四魂具足」という日本の伝統的な生き方の「良さ」を、先ず自らが生活を通して体感し、その「良さ」を広く日本の皆さんに伝えることにあると思うのですが。

　大切なことは、「人のため・世のため」になるのだという目的意識であり、その目的に向かっての強い思いと実行です。この思いと実行が、実は、その人に喜びと生きがいを与え、御稜威を頂くことになる、と思います。

　その「良さ」をどのように実感するのか。一つのアイデアですが、
　新しい試みとして、会員皆が参加して、お互いに自分の感じる「良さ」を、文章作成に気を使わないで、思った言葉をそのまま出して、我々が今やっているメールによる情報交換会のようなやり方で、披露し合うというのはどうでしょうか。お互いに教え合い、また刺激しあって、今まで気がつかなかった「良さ」を実感したりするのではないでしょうか。 



＜身近な人への説明＞
　今回は人のため、世のためを考え且つ行動し、社会との係わりを持っていきましょう、がテーマであった。

　京都はお地蔵さん行事の盛んな土地柄で、殆どの町内に一体の地蔵さんが祀られている。毎年８月後半には地蔵を囲んで盆踊りなどが開かれ、子供たちの楽しみ団欒の場でもある。最近は高齢化が進み子供の数は急減しているが我が町内でも伝統行事として今年も行われた。
　お地蔵さんの日頃のお勤めは、当番制で掃除、お花、お供えなど行い、関連した行事は各家の寄付によってまかなわれている。

　当家では、父の代からこれらの係わりは一切断り、寄付もお断りしてきた。
　先日突然に隣の町内会長の奥さんが、地蔵盆へお供えの引き出物としてお赤飯のパックを持って見えた。
何時もは家内が対応していたが、留守で私が対応した。
　当家は日頃何のお手伝いもしていない、寄付もしていないと受け取りを固辞したが、○○委員として何時もお世話になっており、皆さんの総意なのでお届けに上がった。との事で押し問答の末、受け取らざるを得なかった。

　その時急に、私の家は仏教だが、お宅はどんな神様をお祀りになっているのですか、と質問された。
毎月の遥拝祭には、神言、惟神会の歌と、お隣や近所にも響いており、不審に思われていたのであろうが、急に聞かれると何から答えるべきか戸惑ったが、祖霊様、氏神様について要点のみお話したが、氏神様は藤森神社ですか、教祖はどなたですか、など矢継ぎ早に質問され突然の事だけに一瞬言葉に窮した。
普通は私の家は、仏教（○○派）、キリスト教、天理教、大本教、など言えば凡そ納得してもらえるが、惟神会とは、一口で説明するのも無理で理解して頂くのは更に困難であり、一目瞭然これを見てくださいといった解説書もないのを痛感した。
　今回のテーマとかけ離れた回答となったが、「社会との係わり」「教拡」の難しさなど最近の事例を述べさせて頂いた。

アイ･プロジェクトも五回のアンケートを一応終わるとの事、その間の当事者のご苦労は大変だったと思うが、次の新しい展開を目指して更なる御尽力を御願いしたい。
　今更こんな事例をと感ずる方も多いと思うが、今回のような的外れの投稿もあっても良いのではとご披露申し上げた次第。
（この内容は支部座談会でもお話し申し上げ、国教の支部だよりにも掲載され重複となりますがご判読願います） 



【広域的】
　　　　　１．機関紙等を積極的に外部に提供
　　　　　２．インターネットにて相談窓口の開設
　　　　　３．行政(渋谷区）に講演活動が可能か相談
　　　　　　　
【狭義的】
　　　　　１．大祭の拡充
　　　　　　　①　春、秋の大祭にて外部者へ講演依頼
　　　　　　　　　　(著名人等であれば一般を参加させ易い）
　　　　　　　②　近隣住民へのアプローチ
　　　　　　　　　　（バザー等を活用、安価な商品を提供）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


＜外部への進出方法＞　
　今の日本では理系文系を問わず学問・研究の世界が大変広く深くなってきています。

　大学を出ただけでは、説得力のある評論や論文は書けず、理系の多くの学生は大学院に進んで専門性を高め、文系の大学院進学はそれほど高くないかもしれませんが、それぞれの分野で、色々な本を読み資料を調べ、他者の発想しない考え方を磨いて意見をぶつけてきます。
（色々おかしな論調も多いですが,それぞれによく調べているなと思います）

　惟神会に於いても、さまざまな専門の方がいらっしゃいますので、その専門知識を会員相互の知識向上・意見発信に活用できないでしょうか。
　社会性のあるテーマに関して、通例の国教誌上でなく、12月増刊号や別のタイミングでの出版活動ができないのかなと思います。

　昔、岸先生は多くの書籍を発刊され、その印税が会活動の経済的な支えであったと聞いたことがあります。惟神会も出版社をもって裾野の広い出版活動をすすめてはという意見もありました。

　決して多くない惟神会のリソースを有効に活用するには、全員参加で進めるしかないと思います。
それぞれの才能活用はまさに幸霊の発露であると思います。

　（神様とか霊という表現を用いずに）会の意思表明（世間一般者に向けた）は必要でしょう。
　年1回、そのような雑誌(ISINKAI　ANNUAL　REPORT)　の制作を検討してはいかがでしょう。 
以上


　
・　國教9月号に、委員長の「家族信仰の充実・その3」として「家族と氏神・祖霊の関わりについて」というお話が掲載されています。このお話の内容は、「家族間の繋がりを基に、氏神様・祖霊様とどのように接して行けばよいか」という事が書いてあるのですが、ここに書いてある「家族との接し方」をもう少し拡大して社会とも関わって行けば良いのではないでしょうか。

　ご参考：京都の川村様から地元での神社の祭礼についてのご体験が出されておりますが、最近お聞きしました埼玉支部のある方の場合は、地域の神社の祭礼の寄付集めの際、寄付を断るのではなく、自家で信仰している宗教の事を説明し、町内のお付き合いということでなにがしかの寄付をされたそうです。更に、家の中に上がっていただいて、神床をお見せしたそうです。　　　 




　社会との係わりについて二つの整理が考えられます。
　第一は、川村氏が述べておられるように、委員長が積極的に外に出向き、昨今の世相の中、惟神会の教えの尊さを説く。
　第二は、さまざまなジャンルの立場に居られる外部の方々をお呼びし、社会の一片に触れていく。この場合、惟神会員の中にも、様々なジャンルに身を置いておられる方、経験をされてきた方が多く居られるので、大いに活用すべきであろう。
　こうした方々のご意見や考え方を、信仰を軸に、毎回お話を聞く会の設定も考えられます。

PS　野口氏のお話、その通りと思います。
　私は広告企画に携わり、販売促進も手がけております。魅力ある商品も必ず売れるとは限りません。クライアントが一方的に消費者に働きかけるメッセージより、消費者が商品に、あるいは広告に近づいてくるメッセージを私たちは大切にしています。ヒットする良心的な広告の秘訣もここにヒントがありそうです。外部からやってくる、そのためのメッセージ作り、惟神会も同じですね。 



＜一般の人への説明＞
　職場等において信仰の話をすることがありますが、神も仏も同じ（違いを知らない）と考えている人が殆どです。つまり、日本の成り立ちとか、敬神数祖の観念とか全く教育されていないし、生活環境の中に信仰心の実態のないのが、現実ではないでしょうか。そこのあたりから少しずつでも変えていかなければならないと思います。

　テーマから少し外れるかもしれませんが次のような記事がありましたのでご紹介します。

　９月８日の駐日新聞の夕刊に「神仏和合 再興を」僧も伊勢参拝という記事が掲載されました。
　伊勢神宮のほか、延暦寺、東大寺、石清水八幡宮など近畿の１５０社寺でつくる「神仏霊場会」は８日、三重県伊勢市の皇學館大學で式典を開き、会の発足を祝った。

　式典後に、近くの伊勢神宮の内宮にそろって参拝。正装した宮司や住職らが五十鈴川に架かる宇治橋を渡り、社殿に向かった。神仏霊場会は、神と仏が和合してきた明治維新前の信仰の再興を目指し、伊勢神宮と１５０の社寺を結ぶ新たな巡拝の道を提唱している。

以上記事
　互いに排他的にならず和合（親愛）の情ならいいのですが、明治維新前の信仰の再興を目指すとあり、今後の動向に注目していく必要があります。 



＜外部への提言の考え方＞
　惟神会の社会との係わりについて、質問１にあるように、種々の社会問題に対し、本当の解決策までは提案できないとしても、惟神会的に解釈するとこうあるべきというような見解をまとめることは必要と思います。

　また、質問２にあるように、実生活の上に立ち、日常生活の中でのどのように四魂具足の実践を進めていくかを説いていくことも大切だと考えます。

　人のため・世のためというと、ともすると荒魂的な面だけがフォーカスされてしまいがちですが、その中にも他の魂の働きも加わるような説明をすることが、惟神会としての特徴を現す方法ではないかと思います。もちろん、言うだけでなく、会員自らが率先して実践できなければ意味がないと思いますが。

　日常生活において、どんなことにも常に四魂具足の観点から物事を見ることを提言していくことが必要と思います。 


 ＜会員の知恵を集めよう＞
外に発信していくことは大事で必要なことです。一方、その内容が如何に立派で、正しいことであっても、理解できない表現であれば、独りよがり、押し付けと受け取られ敬遠されると思います。
　その意味で、質問2のような、日々の実践より、悩みや課題点への経験に基づいた対処方法(真の知恵）を伝達し共有する働きかけが必要と考えます。
例えば、1)子育ての知恵、2)もったいないという心　などがうま伝われば、家庭でのしつけや教育の再構築、消費(浪費）経済による環境破壊の歯止め　にも役立っていくのでないでしょうか。
　会員の皆さんには、多様な経験、知恵を持った方がいらっしゃるので、その方々の生き様、知恵を若い世代に伝えていく。
（以下郵送分）

・　どんな方法でも良い、ただ自分の子供を惟神会に、が一番最初だ。
・　教拡する人が、周りから好かれる（人間性に溢れる）人かどうかが大切だ
・　惟神会の本来の目的は「人のため、世のために活動する」であるが、今の惟神会はその目的すら忘れているように見える
・　地方は知らないが、東京近郊の惟神会は、ぬるま湯にどっぷりつかっているように見える
・　アイプロジェクトに透明性を持たせること
・　危機感のない人は参加すべきではない

・　最初に聞きたいことがあります。「あなたにとって、惟神会とは何ですか？」 

・　委員長と宗教関係に限らずなのある人との対談がテレビなどのマスコミにのれば新しい展開も。

・　教拡一言で書いたり話したりすることは簡単ですが、このアンケートの内容をよく読みますと、教拡は大変重要で放置できない課題です。でもここで歩みだした活動は、皆さんの勇気と実行力と英知で前進あるのみです。
一致団結の惟神の道を進みましょう。



・　現在、日本が国家的危機状態にあるとき、もっとも日本の正しい基本的神道として惟神会の主張する「四魂の信条」を一般の国民にも理解させるために、考え方の座標軸をもっと強化するために、基本的教義に近い理論・思想を述べている学者、思想家の主張等を知的ネットワークとして我々の教義の軸をさらに太く固める必要性を感じます。
ただし「四魂の信条」の文言を変革させることは絶対避けるべきだと考えます。



・　若い後継者に祭式講習を受けてもらう方策を考える
年齢的、男女の階層グループを組織的に考える
地方・都市部も同様であるが、各支部では会費を徴収して会務の運営を円滑化する方策を考える。



・　教務に関する資料の整備が必要である。（初級・中級・上級）
　自分自身の勉強のため、子弟の教育のため、会員拡大用として



・　御神示ならびに岸先生の教えによる教義は変わるものではありません。
これに対し、氏子家族について言えば、会発足当時と現代社会のそれとは大きく変化しています。
不変の教義と現代の氏子家族が向きあったまま、身動きできずにいる、というのが私の惟神会の現状認識です。

どんな集団にも熱心な人から、熱心とは言えない人まで様々な人がいます。集団を管理運営し発展させるためには、優れた指導力が必要です。アイプロはこうした力のある方々です。調査過程を早く済ませて委員長のブレーンとして活躍されることを希望します。これがアイプロ設置の趣旨と理解しています。

なお余計なことを・・・
異見もおありかと思いますが、元来我国の信仰は農耕に基づくもので、収穫のため、気候の自然な移り変わりを祈ったものとされています。本会は変化して構成員の多くは都市に住み、国家の安泰、繁栄を祈り、霊を信仰の対象としているといってもよいでしょう。一方世人の多くは、個人的な悩みから救われることを信仰に求めます。また日本人の特性の一つとして死後の世界を信じないことをあげている人（森嶋道夫）もいます。
様々な宗教観、信仰観があります。布教対策をいかに講じるか、努力を続けましょう。ご指導ください。



・　先ずは惟神会というものを、世の中の一人でも多くの人に知ってもらうこと、新聞、テレビなどでもＰＲすることも考えてはいかがでしょうか。？（少々お金をかけてでも）
委員長様の出版されています、多くの著書を書店の目立つ場所においてもらうこともいかがでしょうか。
会員一人一人が知り合いに説明し、教拡をするのはちょっと無理ではないかと思います。（説明できる会員ばかりではないので）



＜「・・・運動」　はいかが？＞

惟神会は小さな集団です。会員の方も自分の身内が日々穏やかに暮らしていれば、それ以上働きかけて大変な思いをしてすそ野を広げる努力をしません。ではどうしたらよいでしょうか
１．　先ず氏子さんが、親類や職場、ボランティア、趣味などのサークルなどで、ご自身の受けた御稜威を明るく話題にしてみようと、委員長の指導の中に啓蒙してもらう。・・・・・・「一声かけ運動」

２．　自然災害も多くなっています。里親である氏神が、各家の祖霊に被害がないように、祖霊が各家の氏子、家族を守りやすいいように導くために、本当の氏神の存在を知らせることも必要かと思います。・・・・・・「ルーツ探し運動」

３）　すそ野を広げる一つの手がかりは子供です。今の子供は、すぐ切れて暴力を抑えることができません。どうしてそうなったかは、①カルシウムの不足　②与えすぎた自由　③教育者の道徳はずれ　④両親もまたわが子溺愛
の結果です。そんな環境で右往左往している子供たちに忍耐と向学心を取り戻す必要があります。
　本部月次祭や支部月次遥拝祭、家庭月次祭などには、できるだけ参拝するよう、会員外のお子さんにも勧めてみてはいかがでしょうか。
神様に頭を下げることが大切だと思います。・・・・・・「頭を下げてごあいさつ運動」「親の役目、家族で食事運動」そして自然食
以上


・　惟神会の教えは敬神は崇祖にありの掟として、氏神に絶対的に服従の信仰を捧げることで、日本民族の一人として、また氏の子としての自覚をもってひたぶるによき子孫としての道を守る姿を、これからの子孫に残す財産であると思います。



・　惟神会には全組織が集結する基礎がない。 

・　惟神会の外部への強勢拡張の必要性は今まででも言われ続けてきている。が、実際に活動するときに立ち消えとなっている。リーフレットの配布についても継続されていない。リーフレットの配布についても、会員の方々に広く理解されていたかというと、委員会で何となく意見があり、配布してみようということになったような気がしますが。 



・　森、村、町の鎮守様を説明する（自分たちの生まれたところを愛する）。ムード作りが大事。全員が頑張るしかない 

　「四魂具足」「敬神崇祖」の意味と意義を子供でも解るように”話す”、”資料にする”など興味がもてるようにする 



・　私は町内会、学校関係などで人との接触があるにもかかわらず、あまり神様（信仰）のことに触れずに過ごしました。しかし委員長が出してくださった「心豊かに・・・」は解ってくださる方にお話してありました。そのうちキリスト教と神仏合体（薬師寺経営）の方から良い反応が戻っております。
会員の参加型について。　①自分自身②家族③友人④親戚⑤支部座談会すべて納得・了解しあえ、その場の雰囲気から次の発展を工夫できる点、参考にさせていただきます。
　とにかく明るいムードで進むことは大賛成。やれるだけやってみます。
何しろ世代遅れの人間と思うので学習してまいりますのでよろしくお願いいたします。 


・　現代は活字の時代。パンフレットを活用する。
一般社会の中に、特定の宗教活動の許される場所の確保は難しいのではないでしょうか 



・　氏神・祖霊様を先に奉斎することのほうが大事。祖霊様の説明のほうが話しやすい。その後氏神様の説明を外さないでする。
　敬神崇祖は四魂具足の奇魂ではないか？そのため「氏神・祖霊を奉斎するには至らないが・・・」は、そもそも四魂具足を目指していない。私としては、①祖霊の説明　②氏神の説明　③その後、四魂具足を目指して生きる、としたほうが良いと思います。
今こうしたらああしたらという意見は、出てはきませんが、会員参加型のこのプロジェクトは大切に育っていって欲しいし、このアイプロや他のところでもいろいろの意見や疑問、質問をぶつけあい、より良い道を見つけていければよいと考えています。
一口に、惟神会員といってもいろいろの人がいるので、いろいろな意見が出ると思うが、私は合議制でことを決めるやり方が一番良いと思います。 



・　会員皆さんの参加型をとりあえずやってみることに賛成です。全員参加、そして外部に発信することは賛成ですが、その母体となるものが何かといわれれば、ちょっと思い浮かびません。 



・　人の心は、物事に注意を払った後５段階ほど心理段階を経て決定まで至り、最後に満足または不満にいたるらしいので、すそ野とは解りまませんが、文明という時間経過で考えてもよいのではないでしょうか。
設問は惟神会はとなっていますが、信仰者の構成員で行動は全く無理だと思いますので、もっと自由度を持った振興会的組織内容でないと限界であると思います。
　地方の能力に期待したほうがよいかもしれません。
群馬支部では、一県単独支部であり、組織的に会を経営していきたいという気運がありますので、ブロックという組織自体がハーフ（？）しておりませんので少し回答に戸惑うところがあります。ついては4回、5回を踏まえて群馬支部では鮮明に行動したらと思っております。 



・　神様の存在を信じることを勧めることからはじめる
地球環境の面ですでに惟神会は四魂の信条”幸魂”に利用厚生の術を磨きと明示されている。乏しい資源国の日本の将来のあり方を明示している。このような考え方に一人でも多くの人たちが共鳴していただけるとよいと考える。 



＜惟神会の使命！＞

人生をどう生きるべきかを子供は知らない。大人も知らない。知りたいという気持ちがあっても親は教えてくれない。学校でも教えてくれない。人生の「道しるべ」を求めている。
これが実状と思います。
「四魂の信条」は惟神会の精神を過不足なく伝え、文言化されたものであります。日常生活をいかに過ごすかを示す優れた指針であります。
「すそ野を広げる」活動において、前面に押し出し大きく採り上げ広くしろしめるようにしたいと提言申し上げます。


＜実例をもとに主張・提言＞

・　私たちが毎日信仰生活を実践して氏神様・祖霊様より頂いている「御稜威」の実例を話し、聞かせ、また世の中でもそのように心がけ、「心豊かな人生」を送っている人々の実例も話し聞かせることが手短で良いと考えます。
会員一人一人が住んでいる生活地域の老人会、町会、奉仕会などでのボランティア活動に積極的に参加し、行動し、これを通じて四魂具足を自ら示し、実践し、氏神信仰の「心豊かな人生」の考え方、歩み方を主張・提言すべきである。
会員全体の参加を大切にし、教拡への考え方、方向付け、歩み方を慎重に積み重ね、根気よく実践すべきではないか。焦らずに四魂に沿って。また頭脳と行動をバランスよく。 



・　ボランティア活動に参加している人たちは四魂具足の話にも耳を貸す人が多いような気がする。
外部での講演会を開くことには大賛成 



・　今までによかったことをもっと公表する。
若い地方の人たちに本部の練成会に来てもらう。たとえディズニーランドとセットにしてでも一度は来てもらい、若い脳にインプットすべきことを教える。
大きな災害などがあったときに募金運動をしたらどうでしょうか。 
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